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論文内容の要旨

本論文は，テーィジタル磁気記録再生信号処理方式に関する研究の成果をまとめたもので，以下の 6 章から構成され

ている。

第 1 章は序論であり， この研究の歴史的な背景，意義および、目的について述べている。

第 2 章では，テeィジタル磁気記録における基本的な 2 値記録符号である Non-Return-to-Zero (NRZ) 符号に対

するパーシャルレスポンス (PR) 方式として， PR (1 , 0 m-l , -1 )方式， PR (1 , 0 m-1, 1) 方式および積

分検出方式である PR (1)方式の誤り率を求め， これらの性能比較を行い，各方式の持つ基本的性能を明確にし

テープヘッド間スペース増大の影響についても検討を加えている。更に， PR (1 , 0 m-1, 1) 方式に対して，高

域ノイズの抑制により生じる波形干渉を信号検出に利用した誤り率改善法を提案しその有効性を示している。

第 3 章では， 2 値記録符号に比べて低シンボルレート化が可能な多値記録符号について述べ， 3 値記録符号である

3B-2T 符号と第 2 章で述べた種々の PR 方式とを組み合わせた場合の誤り率特性を求め，良好な特性を与える組み

合わせを明らかにしている。また， 3 値記録符号の4B-3T 符号， 4 値記録符号の2B-IQ 符号を PR (1)方式と組み

合わせた場合の誤り率特性も求め，性能評価を行っている。更に， 3B-2T 符号に対して 2 値の記録波形を割り当て

る擬似的な 3 値記録方式を提案し， PR (1 , 0, -1 )方式における誤り率特性を求め， AC バイアス記録を行うこ

となく， 3 値記録符号を記録できることを明らかにしている。

第 4 章では，デ、ィジタル磁気記録において，重要な要素技術の一つである記録波形の DC フリー化と高域ノイズ

の抑圧を可能とする記録・再生等化方式を提案し， NRZ 符号と PR(1)方式を組み合わせた場合との比較検討を行っ

ている。

第 5 章では，上で述べた各種方式においては，識別点の信号系列間に相関があることから，これを利用したビタビ

復号法を適用しそれぞれの誤り率特性を求め，所定の誤り率を達成するのに要する SN 比を 2 ， 3 , 4 章で求めた

ビットごとの復号法の場合と比較することにより，高密度デ、ィジタル磁気記録に適した方式を明らかにしている。

第 6 章は結論であり，本研究によって得られた成果を要約して述べている。



論文審査の結果の要旨

本論文は，デ、ィジタル磁気記録再生系の高速・高密度化を目指した信号処理方式に関して行われた研究の内容をま

とめたものであり，主に次のような成果をあげている。

(1)磁気記録再生系を低域では微分特性，高域では指数関数的減衰特性を有する一種の通信路とみなしこれに適し

たパーシャルレスポンス方式の信号形式を明らかにし誤り率の改善を行っている。

(2) 一般にアナログ記録に比べて広帯域を必要とするデ、ィジタル記録に関し多値記録符号を採用することを提案し

高密度記録を可能とすると共に， SN 比の向上も図っている。

(3) 系の線形性を保つために記録波形にパルスを付加することにより直流分をなくした方式に関して，誤り率等詳細

な解析を行い，性能評価の定量的目安を得ている口

(4) 記録再生信号の相関を利用したビタビ復号を行うことにより，誤り率特性が更に改善されることを明らかにして

いる。

以上のように本論文は，デ、ィジタル磁気記録再生信号処理方式に関して多くの新しい知見を得ており，情報通信の

発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。


